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2020年 2月1日

＜ 自動車メーカー・輸入業者からの受託業務の再資源化量等の実績 ＞

【2022年度の使用済自動車再資源化等の概要】

【期間】 2022年4月1日～2023年3月31日

◆ 再資源化等契約状況（2023年3月31日時点）

　エアバッグ類は、2.7千台を処理した。

　フロン類は、2.6千台を処理した。

契約者の氏名又は名称

　ASRは、2.9千台を処理した。重量にして0.8千トンであった。
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2022年度 再資源化等業務の実績
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品目 2022年度 （参考）2021年度

 フロン類  引取重量  CFC引取重量 1 kg 1 kg 

 HFC引取重量 571 kg 583 kg 

 合計引取重量 572 kg 585 kg 

 引取台数  CFCの引取台数 12 台 12 台 

 HFCの引取台数 2,610 台 2,586 台 

 合計引取台数 2,622 台 2,598 台 

 エアバッグ類  引取個数  回収個数 ※1 4,737 個 4,119 個 

 作動個数 ※2 13,562 個 13,306 個 

 合計個数 18,299 個 17,425 個 

 引取台数  回収台数 752 台 707 台 

 作動台数 1,923 台 1,942 台 

 一部回収／一部作動台数 53 台 44 台 

 合計台数 2,728 台 2,693 台 

 引取重量  引き取ったガス発生器の重量 2,925 kg 2,427 kg 

 ASR  引取台数  引き取った使用済自動車台数 2,940 台 2,938 台 

 引取重量  引き取ったASRの重量 771 t   791 t   

品目 2022年度 （参考）2021年度

 フロン類  引取重量  CFC引取重量 6 kg 11 kg 

 HFC引取重量 527 kg 572 kg 

 合計引取重量 534 kg 583 kg 

 引取台数  CFCの引取台数 88 台 118 台 

 HFCの引取台数 2,391 台 2,593 台 

 合計引取台数 2,479 台 2,711 台 

 エアバッグ類  引取個数  回収個数 ※1 3,095 個 2,849 個 

 作動個数 ※2 12,418 個 13,587 個 

 合計個数 15,513 個 16,436 個 

 引取台数  回収台数 688 台 669 台 

 作動台数 1,750 台 2,013 台 

 一部回収／一部作動台数 44 台 57 台 

 合計台数 2,482 台 2,739 台 

 引取重量  引き取ったガス発生器の重量 1,949 kg 1,837 kg 

 ASR  引取台数  引き取った使用済自動車台数 4,652 台 5,064 台 

 引取重量  引き取ったASRの重量 1,295 t   1,383 t   

◆ 並行輸入車等の再資源化量

項目

　資金管理法人から払い渡しを受けた預託金総額は、8,486万円であったことから、22万円の赤字となった。

◆ 自動車メーカー・輸入業者からの受託業務の再資源化量

　これら三品目を処理するために要した費用は、8,508万円となった。

　フロン類は、2.5千台を処理した。

　エアバッグ類は、2.5千台を処理した。

　ASRは、4.7千台を処理した。重量にして1.3千トンであった。

項目

＜ 並行輸入車等の再資源化量等の実績 ＞
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◆ 収支

品目 2022年度 （参考）2021年度

5,790,978 円 6,348,992 円 

4,735,202 円 4,989,106 円 

1,055,776 円 1,359,886 円 

11,359,872 円 12,312,289 円 

8,013,233 円 8,104,690 円 

3,346,639 円 4,207,599 円 

67,706,827 円 72,965,657 円 

72,331,002 円 79,312,687 円 

-4,624,175 円 -6,347,030 円 

84,857,677 円 91,626,938 円 

85,079,437 円 92,406,483 円 

-221,760 円 -779,545 円 

品目 2022年度 （参考）2021年度

 エアバッグ類 4,874 kg 4,264 kg 

4,646 kg 4,056 kg 

95.3 %  95.1 %  

 ASR 2,065 t  2,174 t  

2,065 t  2,174 t  

70 t  78 t  

96.6 %  96.4 %  

以 上

　エアバッグ類の再資源化は、引き取ったガス発生器重量が4.9千kgであり、再資源化率は95.3%であった。

　ASRの再資源化は、引き取ったASR重量が2.1千トンであり、再資源化率は96.6%であった。

＜ 再資源化の実施状況 ＞

項目

 フロン類  払い渡しを受けた再資源化等預託金の総額

 再資源化等に要した費用の総額

 収支

 エアバッグ類

 ASR  払い渡しを受けた再資源化等預託金の総額

 再資源化等に要した費用の総額

 収支

※4 ASR再資源化率 ＝

 ASRリサイクル施設で生じた当該ASR由来の排出残さ重量 ⑤

項目

◆ 再資源化率

 エアバッグ類再資源化率 ※3

※3 エアバッグ類再資源化率 ＝ 引取ガス発生器再利用重量(②) ／ 引取ガス発生器重量(①)

※1 車体からエアバッグを取り外して、インフレーターを回収し、再資源化施設にてリサイクルする方法

※2 車体に取り付けたままエアバッグを展開しリサイクルする方法

 引き取ったASRの重量 ③

 ASRリサイクル施設へ投入したASR重量 ④

 ASR再資源化率 ※4

 引き取ったガス発生器の重量 ①

 引き取ったガス発生器で再利用できる状態にした重量 ②

 払い渡しを受けた再資源化等預託金の総額

 三品目合計  払い渡しを受けた再資源化等預託金の総額

 再資源化等に要した費用の総額

 収支

 破壊に要した費用の総額

 収支

リサイクル施設投入ASR重量(④) － 排出残さ重量(⑤)

引取ASR重量(③)
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